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　わが国の公的集合住宅団地は、人口拡大・都市化の時代に大量に建設されました。そこで
は、住宅の老朽化や設備の陳腐化などの物理的な問題のみならず、高齢化率の上昇やコミュ
ニティの弱体化などの社会的問題をも抱えています。その数は、公営住宅で約219万戸、UR
都市機構賃貸住宅で約77万戸にものぼり、再生・更新のみならず維持自体も困難を極めて
います。さらに人口減少時代を迎え、団地の縮退や住宅以外の機能の導入など、住宅地その
ものの再生（＝再編）が重大な課題となっています。
　関西大学戦略基盤団地再編プロジェクトは、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業の採択を受けた、平成23年度から5年間にわたる技術開発研究プロジェクトです。本
プロジェクトでは、集合住宅団地を、住宅および環境ストックの活用を図りつつ住民が守り育
て自立的に更新していけるような“まち”に再編する技術（＝団地構造の修復型再編技術）及
び、それらの事業を展開する手法技術を開発し実践に活かすことを目的として、特に、大規模
公的集合住宅団地の修復型再編手法に関する技術開発研究を行っています。
　本プロジェクトでは、現在、具体の団地を対象とした再編技術提案などを行っていますが、
関連して行っている講演会・レクチュアシリーズ、事例調査等の活動成果を、簡潔にわかりや
すくお読みいただける団地再編リーフレットとして公表しています。本団地再編叢書は、同様
の趣旨で、関連の知見をブックレットとしてまとめるものです。描き下ろしもありますし、過去
の出版物の中から抜粋したものもございます。お読みいただき、議論が展開されることを望ん
でいます。

　本団地再編叢書のvol.06は、団地再編叢書vol.01（no.001~090）に引き続き、団地再編
リーフレット（no.091~138）をブックレットにまとめたものです。

2013年11月 1日
関西大学戦略基盤団地再編プロジェクト　代表　江川直樹
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阪神・淡路大震災に係る災害復興住宅の景観形成指針
「八幡・樟葉地区開発基本計画」の概要と男山地区周辺を語る
再生事例に見る従前従後の空間比較模型
　　　　　　　（イギリス・ヒューム地区 1/2000）
再生事例に見る従前従後の空間比較模型
　　　　　　　（ドイツ・ライネフェルデ地区 1/2000）
再生事例に見る従前従後の空間比較模型
　　　　　　　（オランダ・ベルマミーア地区 1/2000）
再生事例に見る従前従後の空間比較模型
　　　　　　　（オランダ・ベルマミーア地区 1/1000）
再生事例に見る従前従後の空間比較模型
　　　　　　　（中国・百万庄団地 1/2000）
再生事例に見る従前従後の空間比較模型
　　　　　　　（ベトナム・ジャンボ団地 1/2000）
集合住宅と戸建て住宅が混在共棲するふつうの街への再生 
　　　－人間サイズのまちの再生 若宮地区震災復興住環境整備－
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082
083
084

085
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087
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増田 和起、倉知　 徹
吉浦 啓史、倉知　 徹
増田 和起、倉知　 徹
増田 和起、倉知　 徹
増田 和起、倉知　 徹
江川 直樹
江川 直樹
鳴海 邦碩
鳴海 邦碩
岡 絵理子
江川 直樹
江川 直樹
江川 直樹
岡 絵理子
松永 安光、宮崎 篤徳
角橋 徹也、保持 尚志

糟谷 佐紀、室崎 千重、平山 洋介、保持 尚志
増永 理彦、宮崎 篤徳
小林 郁雄、増田 和起
三好 庸隆、保持 尚志
末包 伸吾
辻村 修太郎、築田　 良、今井 沙代、倉知　 徹
角橋 徹也、保持 尚志

川原　 晋、保持 尚志
小浦 久子、宮崎 篤徳

糟谷 佐紀、室崎 千重
高田 光雄、土井 脩史
澤田 誠二、宮崎 篤徳

巽　 和夫、保持 尚志
延藤 安弘、保持 尚志

田端 　修、宮崎 篤徳
江川 直樹、星田 逸郎
馬場 明男、保持 尚志
倉知　 徹、宮崎 篤徳、増田 和起

倉知　 徹、宮崎 篤徳、増田 和起

倉知　 徹、宮崎 篤徳、増田 和起

倉知　 徹、宮崎 篤徳、増田 和起

岡 絵理子、倉知　 徹、宮崎 篤徳、増田 和起

岡 絵理子、倉知　 徹、宮崎 篤徳、増田 和起

江川 直樹
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